
　樋口遺跡は、五ヶ瀬川の支流である室野川に

面する南向きの斜面に立地しています。

　発掘調査の結果、遺構は陥し穴状遺構や竪穴

住居跡、掘立柱建物跡を確認し、遺物は縄文

時代の打製石鏃や古墳時代の土師器、中世や

近世の陶磁器などが出土しました。

　陥し穴状遺構や打製石鏃が確認されている

ことから、集落が形成される古墳時代以前は、

狩猟のための場所として使われていたと考えら

れます。 また、出土土器の中には、熊本県南部の球磨川流域を中心に出土する免田式土器や、熊本

県内でよく見られる脚台の付く土師器甕の破片もあり、近隣地域との交流がうかがえます。                                                                                                                                                               
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調査期間　令和３年４月１日～令和３年１２月２８日
　　　　　令和４年５月１６日～令和４年８月１０日

　樋口遺跡は、五ヶ瀬川の支流である室野川に

面する南向きの斜面に立地しています。

　発掘調査の結果、遺構は陥し穴状遺構や竪穴

住居跡、掘立柱建物跡を確認し、遺物は縄文

時代の打製石鏃や古墳時代の土師器、中世や

近世の陶磁器などが出土しました。

　陥し穴状遺構や打製石鏃が確認されている

ことから、集落が形成される古墳時代以前は、

狩猟のための場所として使われていたと考えら

れます。 また、出土土器の中には、熊本県南部の球磨川流域を中心に出土する免田式土器や、熊本

県内でよく見られる脚台の付く土師器甕の破片もあり、近隣地域との交流がうかがえます。                                                                                                                                                               

　陣ノ元遺跡は、清武川下流の河岸段丘上に立地します。

令和４年度の発掘調査では、縄文時代の土坑約10基、散礫

約1800点、平地式建物跡１軒、近世以降の溝状遺構２条や

道路状遺構３条以上、掘立柱建物跡１棟などが確認され

ました。また、縄文時代の土器や石器合わせて約2000点、近

世以降の陶磁器・土錘などが出土しました。 

　２か年にわたる発掘調査によって、陣ノ元遺跡では旧石器

時代から近代までの長きにわたって断続的に人々の営みが

あったことがわかり、宮崎市周辺の歴史を知る上で大きな

成果となりました。
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提供しました。展示会では地域の方々に埋蔵文化財をより身近に感じていただけるよう、各会場周辺遺跡からの

　埋蔵文化財センターには、県内各地の発掘調査で出土した膨大な資料が

収蔵されています。その成果を広く県民の皆様に還元するため、今年度は

門川町(門川町役場)・日之影町(日之影町役場)・宮崎市(宮崎市立図書館)の

３か所で展示会と関連講座を行い、地元の歴史や文化財に親しむ機会を

出土資料を中心に構成した約300点を展示し、関連講座と合わせて

延べ19,483人の皆様にご来場いただきました。

　また、事業の一環として地域の学校を対象に「ふるさとの遺跡学習会」

を門川会場と日之影会場で実施しました。門川町立草川小学校(６年生)

では、学校と発掘調査中の陣ノ元遺跡(宮崎市)をオンラインで結び、

実際の発掘調査の様子を見学した後、地元で出土した土器や石器な

どの実物資料に触れる活動を行いました。子どもたちからは、「本当

に掘っている姿を見て（発掘を）やってみたい」、「自分たちの近くにも

たくさんの遺跡があるんだ」などの感想が聞かれました。

　埋蔵文化財センターでは、宮崎県内から出土した石器や土器など本物の

資料を持参し、出前講座・授業を行っています。

　今年度も公立小中学校や県立学校、教職員研修・PTA催事・家庭教育学級、

地域の生涯学習会やお祭りなどにお伺いしました。

　講座・授業では教科書などで見たことのある石器や土器に加え、会場

周辺の遺跡から出土した実物資料も持参し、自分たちの住む地域の歴史に

ついての学習や石器レプリカ作りなどの体験講座を行いました。また調査

中の発掘現場がある地域では、現場での講座や発掘体験を実施しました。

さらに発掘現場の様子を学校に生配信するなど、小中学校GIGAスクールに

対応した講座を行いました。

　講座・授業の内容は、教科書に載っている遺物を使った基本的なものや、

探究的なものなど可能な限りご希望に沿った内容にすることもできます。

本物の埋蔵文化財に触れるまたとない機会です。ぜひご活用、ご相談ください。



※写真及び記事等の無断転載はご遠慮ください。

https://www.miyazaki-archive.jp/maibun/
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会期中に２回、展示担当職員が解説を行います。

また、27日は昨年度発掘調査を行った陣ノ元遺跡（宮崎市）、樋口遺跡

（五ヶ瀬町）の整理作業の様子など、埋文最新情報を紹介します。

　広く県民の皆様に、埋蔵文化財センターの業務や、文化財保護に関心を持っていただくために、考古学に

まつわる内容や発掘調査に関する仕事を疑似体験できる参加型イベント「埋文センターで考古学体験」を毎年

11月にセンター分館にて開催しています。今年度は702名の皆様にご参加いただきました。

　センターの敷地内に設けられた各体験コーナーは大きく分けて「お仕事体験」と「実験考古学」があり、お

仕事体験では拓本、発掘、測量などの業務で使用する機材や道具により、実際の作業を体験していただきまし

た。実験考古学では打製石斧や
すりいし

磨石などの石器、
ぼうすいしゃ

紡錘車など遺跡から出土した道具のレプリカを体験する

コーナーが好評で、参加者の皆様には考古学をより身近に感じていただけたようです。

私たちのふるさと、宮崎県。ふるさとの遺跡についてより深く知っ

てもらうため、県内各地にて展示会や関連講座を開催します。 


